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町
内
の
学
校
の
壁
な
ど
を
芸
術
作

品
で
彩
る
「
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル（
Ｗ
Ａ
Ｆ
）ふ
く
し
ま

in
猪
苗
代
２
０
２
０
」
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
10
月
31
日
、
猪

苗
代
高
校
で
行
わ
れ
、
楠
恭
信
実
行

委
員
長
が
「
ア
ー
ト
の
力
で
子
ど
も

た
ち
を
元
気
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
前
後
公
町
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
、

学
校
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
芸

術
祭
の
開
幕
を
関
係
者
ら
が
祝
い
ま

し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
招

し
ょ
う

聘へ
い

作

家
の
香
川
大
介
さ
ん
、
浅
野
友
理
子

さ
ん
、
市
橋
晴
菜
さ
ん
が
作
品
に
込

め
た
思
い
を
紹
介
。
ま
た
、
本
町
出

身
の
写
真
家
野
口
勝
宏
さ
ん
が
撮
影

し
た
花
の
シ
ー
ル
を
使
っ
た
「
花

ア
ー
ト
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
Ｗ
Ａ
Ｆ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
動
画
投

稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
で
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

香
川
さ
ん
は
、
猪
苗
代
高
校
美
術

室
の
壁
に
磐
梯
山
や
猪
苗
代
湖
を
描

き
、
猪
苗
代
の
四
季
を
表
現
し
ま
し

た
。
浅
野
さ
ん
は
、
翁
島
小
学
校
の

壁
や
天
井
に
同
校
が
取
り
組
ん
で
い

る
水
環
境
保
全
活
動
を
題
材
に
、
ア

シ
や
ヒ
シ
な
ど
の
植
物
を
描
き
ま
し

た
。
市
橋
さ
ん
は
、
東
中
学
校
多
目

的
ホ
ー
ル
の
柱
２
本
に
町
内
の
土
や

顔
料
を
使
っ
て
高
さ
約
６
㍍
の
「
生

命
の
木
」
を
描
い
た
ほ
か
、
緑
小
や

長
瀬
小
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
制
作
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
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今月の表紙
ふくしま駅伝２区、男
子中学生区間（郡山北
工業高～こどもの森公
園入口）を走る猪苗代
中３年の阿部大輝選手
です。（関連４～５ペー
ジ）

【撮影日】　11 月 17 日
【撮影場所】　郡山市

【目次】

オープニングセレモニーで「花アート」を披露す
る野口さん（左）と前後町長

香
川
大
介
さ
ん
の
作
品
＝
猪
苗
代
高
校

翁
島
小
学
校
﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
ル
ー
ム
﹂
に

作
品
を
描
い
た
浅
野
友
理
子
さ
ん

市
橋
晴
菜
さ
ん
制
作
﹁
生
命
の
木
﹂
＝
東
中
学
校
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1_ ９区一ノ瀬大和選手（会津若松ザベリオ学園高１年）　2_ ４
区笠間莉斗選手（猪苗代中３年）　3_ ３区安部諒嘉選手（田村高
３年）　4_ ２区阿部大輝選手（猪苗代中３年）　5_ ７区鈴木有人
選手（猪苗代高２年）6_ ６区佐藤真央選手（日大東北高１年）
7_ １区小板橋梨亜選手（猪苗代中２年）8_ ５区大橋清陽選手（学
法石川高１年）　9_ ８区安部花穏選手（東中１年）　10_ 解団式
に出席した町チーム関係者の皆さん

第
32
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

　

第
32
回
市
町
村
対
抗
県
縦
断
駅

伝
競
走
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）

は
11
月
15
日
、
郡
山
市
の
郡
山
ヒ

ロ
セ
開
成
山
陸
上
競
技
場
を
ス

タ
ー
ト
し
、
福
島
市
の
県
庁
前

に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
９
区
間
、

50
・
２
㌔
の
コ
ー
ス
で
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て

例
年
よ
り
区
間
を
短
縮
し
、
沿
道

で
の
応
援
自
粛
を
呼
び
掛
け
る
な

ど
し
て
開
催
。連
合
チ
ー
ム
の「
希

望
ふ
く
し
ま
」
を
含
む
県
内
50

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
町
チ
ー
ム
は
中
学
生
・
高
校

生
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
構
成

で
本
大
会
に
臨
み
、
町
の
部
７
位
、

総
合
18
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
コ

ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
な
練
習
を
積

む
こ
と
が
で
き
な
い
中
、
各
選
手

が
１
本
の
タ
ス
キ
を
最
後
ま
で
懸

命
に
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

当
日
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し

ま
す
。　

1 2

3 4

5 6

7

8 9

10



7    2020-12  広報 猪苗代 広報 猪苗代  2020-12    6

　

令
和
２
年
度
町
自
治
功
労
者
表
彰

式
は
11
月
３
日
、
町
役
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
表
彰
式
に
は
、
受
賞
者
を

は
じ
め
、
町
、
町
議
会
、
関
係
機
関
・

団
体
の
来
賓
な
ど
約
40
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
前
後
公
町
長
が「
町
で

は
、
地
域
の
発
展
や
産
業
の
振
興
、

福
祉
や
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
町
政
の
進
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ん
の
ご
功
績
に
対
し
、

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
た
め
、

毎
年
「
文
化
の
日
」
に
自
治
功
労
者

表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
賞
者
の

皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も
町
政
の
振
興

発
展
の
た
め
、
貴
重
な
経
験
と
豊
富

な
識
見
を
も
っ
て
ご
指
導
を
お
願
い

し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。
渡
辺
真
一

郎
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、

前
後
町
長
が
受
賞
者
に
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
増
子
恒
蔵
さ

ん（
小
田
）が
「
今
後
も
町
政
発
展

の
た
め
に
努
力
し
ま
す
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

◇
有
功
者
表
彰

▽
町
議
会
議
員
と
し
て
の
功
績

＝
佐
藤
英
一
郎
、
渡
辺
二
公
、
細
貝

功
人

◇
功
労
者
表
彰

▽
行
政
区
長
と
し
て
の
功
績

＝
塩
谷
慶
一

▽
文
化
財
保
護
審
議
委
員
と
し
て
の

功
績

＝
増
子
恒
蔵

◇
善
行
者
表
彰

▽
町
の
公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を

寄
付
さ
れ
た
功
績

＝
渡
辺
二
公
、
遠
藤
昭
二
、
川
嶋
良

三
、
角
田
雅
宏
、
蒲
原
翔
太
、
株
式

会
社
ア
ド
バ
ン
ス
、
株
式
会
社
プ
ロ

メ
デ
ィ
ア

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
11
月
３
日
に
行
わ
れ
、
有
功
者
３
人
、

功
労
者
２
人
、
善
行
者
５
人
と
２
社
を
表
彰
し
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

町自治功労者表彰式

表彰式に出席した（前列左から）佐藤さん、前後町長、渡辺議長、細貝さん
（後列左から）遠藤さん、増子さん、蒲原さん

　

町
で
は
、
新
聞
印
刷
事
業
な
ど

を
行
う
東
日
印
刷（
東
京
都
江
東

区
）と
映
画
や
ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ
撮

影
な
ど
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
の

事
業
提
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

事
業
提
携
に
関
す
る
協
定
書
締
結

式
は
11
月
16
日
、
町
役
場
で
行
わ

れ
、
前
後
公
町
長
と
東
日
印
刷
の

武
田
芳
明
社
長
が
協
定
書
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

同
社
で
は
、
２
０
１
８（
平
成

30
）年
度
か
ら
ロ
ケ
地
提
供
事
業

に
本
格
参
入
し
、
２
年
半
で
約

３
５
０
件
の
撮
影
実
績
が
あ
り
ま

す
。
同
社
に
本
町
ゆ
か
り
の
社
員

が
い
た
こ
と
か
ら
、
豊
か
な
自
然

を
活
用
し
、
本
町
の
魅
力
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
町
の
思
い

と
、
映
像
制
作
会
社
に
多
様
な
ロ

ケ
地
を
提
供
し
た
い
と
い
う
同
社

の
考
え
が
一
致
し
た
こ
と
に
よ
り

事
業
提
携
に
至
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
町
が
町
有
施
設
や
民
間
施
設

の
情
報
を
提
供
し
、
同
社
が
映
像

制
作
会
社
と
の
仲
介
を
行
い
ま
す
。

　

前
後
町
長
は
「
ロ
ケ
誘
致
事
業

を
通
じ
て
、
地
方
創
生
や
地
域
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

民
間
企
業
と
ロ
ケ
誘
致
事
業
で
提
携

協定書を交わす前後町長と武田社長（右）

　

第
３
回
猪
苗
代
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
は
11
月
29
日
、
和
み
い
な
で
開

か
れ
ま
し
た
。「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
」
は
、
ど
こ
で
も
楽
し
め
る
書

評
ゲ
ー
ム
で
す
。
ル
ー
ル
は
、
発

表
者
が
読
ん
で
面
白
い
と
思
っ
た

本
を
持
ち
寄
り
、
順
番
に
１
人
５

分
の
持
ち
時
間
で
本
を
紹
介
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
の
後
に
観

戦
者
を
含
む
参
加
者
全
員
で
そ
の

発
表
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
２
～
３
分
行
い
ま
す
。
全
て

の
発
表
が
終
了
し
た
後
、「
ど
の

本
が
一
番
読
み
た
く
な
っ
た
か
」

を
基
準
と
し
て
参
加
者
全
員
で
投

票
を
行
い
、
最
も
票
を
集
め
た
本

が
「
チ
ャ
ン
プ
本
」
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
に
は

町
内
の
中
学
生
３
人
が
発
表
者
と

し
て
登
壇
。
発
表
者
は
、
本
の
魅

力
を
伝
え
よ
う
と
好
き
な
理
由
や

あ
ら
す
じ
を
説
明
し
た
り
、
身
振

り
手
振
り
を
交
え
た
り
し
て
熱
弁

を
振
る
い
ま
し
た
。

　

投
票
の
結
果
、
猪
苗
代
中
学
校

１
年
生
の
野
口
愛
姫
さ
ん
が
紹
介

し
た
「
君
は
き
っ
と
ま
だ
知
ら
な

い（
汐
見
夏
衛
：
著
）」
が
チ
ャ

ン
プ
本
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

第
３
回
猪
苗
代
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

ホットニュース

ホットニュース

本の魅力を紹介する野口さん表彰状を受けた発表者の皆さん
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

町内産の農産物が並ぶ

　第 24 回猪苗代新そば祭り農産物物産展は 11 月７、８の両日、
カメリーナで開かれました。今年の「新そば祭り」は新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため、町内のそば店で実施することとな
り、「農産物物産展」が単独で開催されました。
　農産物物産展には、町内産のハクサイやダイコン、キャベツな
どのほか、ブランドそば粉の「いなわしろ天の香」の新そば粉が
販売され、大勢の買い物客でにぎわいました。

猪苗代新そば祭り農産物物産展

町内産の農産物が並ぶ物産展

江花ヨシミさんが 100 歳に

賀寿などを受けたヨシミさん（左から２人目）

道の駅が開業４周年を迎える

初日に行われた紅白饅頭の振る舞い

　11 月 10 日に 100 歳の誕生日を迎えた江花ヨシミさん（葉山）
への賀寿贈呈式は同日、江花さんの自宅で行われました。江花さ
んの長寿を祝い、渡部昭副町長が賀寿や記念品などを手渡しまし
た。ヨシミさんの長寿の秘訣はなんでもよく食べること。また、
指先を動かす運動を毎日のように行っています。
　長男の俊和さんは「これからも健康に過ごしてほしいです」と
話しました。

長寿を祝い、賀寿などを贈呈

野口博士の誕生日を祝う

　野口英世博士の第 144 回誕生祭は 11 月９日、野口英世至誠
館で行われました。今年は新型コロナウイルス感染予防のため、
例年より規模を縮小して開催されました。野口博士の菩

ぼ

提
だい

寺であ
る長照寺の楠俊道住職が読経した後、親戚代表の二瓶昭さん、野
口英世記念会の八子弥寿男館長、竹田美文理事長が献花しました。
八子館長は「今後の記念館の運営をしっかり行うためにも感染症
には十分注意したいです」とあいさつを述べました。 献花する八子館長

野口英世博士誕生祭

道の駅猪苗代開業４周年記念感謝祭

　11 月 19 日に開業４周年を迎えた「道の駅猪苗代４周年記念
感謝祭」は 11 月 19 日から 22 日まで、同所で行われました。
感謝祭では、先着順で紅白まんじゅうや甘酒、いなわしろ天のつ
ぶなどの振る舞いが行われたほか、道の駅猪苗代ならではの商品
が当たる抽選会が行われました。また、最終日には、現代版組踊「息
吹」によるダンスパフォーマンスが披露されました。道の駅猪苗
代には開業以来の４年間で約 360 万人が訪れています。

まちのわだいまちのわだい

火災予防の心を養う

　猪苗代消防署では、秋の全国火災予防週間の一環として、11
月６日から 15 日まで学びいなで児童防火ぬり絵作品展を行いま
した。作品展では、ひまわりこども園ひまわり組の園児 75 人が
手がけた消防車のぬり絵作品が展示されました。
　猪苗代消防署の渡部幸三署長は「作品の制作過程を通じて、子
どもたちに火災予防の精神を養ってほしい。子どもたちと力を合
わせて火災のない明るい町にしたいです」と話しました。

児童防火ぬり絵作品展

自分たちの作品を確認する園児

農村環境改善センターにＡＥＤ設置

渡部署長（右）から認定証を受けた佐藤課長

応急手当推進事業所認定証交付式

　第 59 回野口英世博士顕彰記念作文コンクール、第 26 回野口
英世博士少年科学賞の授賞式は 11 月 9 日、野口英世至誠館で行
われ、各賞を受賞した小中学生の栄誉をたたえました。
　主な受賞者は次のとおりです（敬称略）。

【作文】
◇小学校の部  ▶特選＝野口大和（長瀬小４年）▶金賞＝鵜川嶺
王（猪苗代小４年）、森はな（翁島小４年）、五十嵐諒（猪苗代小
４年）▶銀賞＝渥美柊弥（吾妻小４年）、古内駿多（緑小４年）、
吉田真望（千里小４年）
◇中学校の部  ▶特選＝松本レイ（吾妻中２年）▶金賞＝鈴木日
奈子（猪苗代中２年） ▶銀賞＝芥川千佳（猪苗代中２年）、長谷川
小乃夏（東中２年）

【少年科学賞】
◇小学校の部  ▶最優秀賞＝鈴木理心（吾妻小６年）▶優秀賞＝
二瓶千織（翁島小１年）、鈴木創介（千里小２年）、喜多見七葉（翁
島小３年）、五十嵐諒（猪苗代小４年）、楠詠斗（翁島小５年）
◇中学校の部  ▶最優秀賞＝鈴木日奈子（猪苗代中２年）▶優秀
賞＝五十嵐史哉（猪苗代中１年）

小中学生の栄誉をたたえる
野口英世博士顕彰記念事業授賞式

少年科学賞・小学校の部最優秀賞を受賞した鈴木理心さん

作文コンクール・小学校の部特選を受賞した野口大和さん

　応急手当推進事業所に認定された町農村環境改善センターへの
応急手当推進事業所認定証交付式は 10 月 27 日、猪苗代消防署
で行われ、渡部幸三猪苗代消防署長が町農村環境改善センター所
長の佐藤重則町農林課長に認定証を手渡しました。渡部署長は「猪
苗代消防署管内では 81 件目の認定事業所となります。関係職員
の皆さんには心肺蘇生やＡＥＤの使用などにより、救命につなが
る勇気ある行動をお願いします」とあいさつを述べました。
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・
翁
島
児
童
ク
ラ
ブ

・
千
里
児
童
ク
ラ
ブ

・
緑
児
童
ク
ラ
ブ

・
長
瀬
児
童
ク
ラ
ブ

・
吾
妻
児
童
ク
ラ
ブ

の
い
ず
れ
か

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
写
真
貼
付
の

上
、
随
時
保
健
福
祉
課
へ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
履
歴
書
は
保
健
福
祉
課
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
履
歴
書
提
出
後
、
面
接
が
あ
り
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

寒
冷
期
も
感
染
防
止
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

寒
冷
期
を
迎
え
ま
し
た
。
町
民
や

各
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止

の
た
め
こ
れ
ま
で
同
様
に｢

新
し
い

生
活
様
式｣

を
継
続
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
家
庭
や
事
業
所
内
に
お

い
て
、
次
の
点
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
の
実
施

①
マ
ス
ク
の
着
用

②
人
と
人
と
の
距
離
の
確
保

む
工
夫
」
を
参
考
に
し
て
、
感
染
拡

大
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
﹁
５
つ
の

場
面
﹂

　

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
次
の
５
つ
の
場
面
で
す
の

で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
飲
酒
を
伴
う
懇
親
会
等

②
大
人
数
や
長
時
間
に
及
ぶ
飲
食

③
マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

④
狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

⑤
居
場
所
の
切
り
替
わ
り（
仕
事
場

か
ら
休
憩
室
へ
の
移
動
な
ど
）

●
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
な
が
ら
会
食

を
楽
し
む
工
夫

　

感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
な
が
ら
会
食

を
楽
し
む
た
め
に
、
次
の
点
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

①
飲
酒
を
す
る
際
に
は
、
深
酒
や
は

し
ご
酒
は
ひ
か
え
、
な
る
べ
く
普
段

か
ら
一
緒
に
い
る
人
と
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

②
箸
や
コ
ッ
プ
は
使
い
ま
わ
さ
ず
、
一

人
一
人
自
分
の
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

③
座
席
の
配
置
は
斜
め
向
か
い
に
な

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う（
正
面
や
真

横
は
な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ
う
）。

④
会
話
を
す
る
と
き
は
、
な
る
べ
く

マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
体
調
が
悪
い
人
は
、
会
食
等
に
は

参
加
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

保
　
健

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

③
３
密
を
避
け
る

④
大
声
を
出
さ
な
い

●
寒
い
環
境
で
も
換
気
の
実
施

①
機
械
換
気
に
よ
る
常
時
換
気
を
す

る②
機
械
換
気
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
室
温
が
下
が
ら
な
い
範
囲

で
常
時
窓
を
開
け
る（
窓
を
少
し
開

け
、
室
温
は
18
度
以
上
を
目
安
に
）

③
飲
食
店
な
ど
で
可
能
な
場
合
は
、

Ｃ
Ｏ
２
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
、
二
酸

化
炭
素
濃
度
を
モ
ニ
タ
ー
し
な
が
ら

適
切
な
換
気
を
す
る

●
適
度
な
室
温
を
保
つ︵
湿
度
40
％

以
上
を
目
安
に
︶

①
換
気
し
な
が
ら
加
湿
を
す
る（
加

湿
器
の
使
用
や
洗
濯
物
の
室
内
干
し

の
活
用
）

②
こ
ま
め
に
拭
き
掃
除
を
す
る

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る

﹁
５
つ
の
場
面
﹂
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

次
の
「
５
つ
の
場
面
」
に
お
い
て
特

に
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
迎

え
る
年
末
年
始
に
あ
た
り
、「
感
染

リ
ス
ク
を
下
げ
な
が
ら
会
食
を
楽
し

年
末
年
始
の
役
場
業
務

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

町
役
場
の
業
務
は
、
12
月
29
日

（
火
）か
ら
１
月
３
日（
日
）ま
で
休

み
に
な
り
ま
す
。

　

各
種
証
明
書
の
発
行
や
水
道
の
開

閉
栓
は
で
き
ま
せ
ん
。
各
種
証
明
書

が
必
要
な
人
や
水
道
使
用
開
始（
停

止
）予
定
の
あ
る
人
は
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
休
業
中
で
も
婚
姻
届
、
死

亡
届
や
火
葬
場
の
予
約
な
ど
は
受
け

付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

町
民
生
活
課　

町
民
係

☎（
62
）２
１
１
４

上
下
水
道
課　

水
道
管
理
係

☎（
62
）５
６
２
２

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・

し
尿
く
み
取
り

▼
ご
み
収
集　

　

１
月
１
日（
金
）か
ら
１
月
３
日

（
日
）
ま
で
の
３
日
間
は
ご
み
収
集

を
行
い
ま
せ
ん
。
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
日
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
家
庭
生
ご
み
回
収︵
拠
点
回
収
地

区
の
み
︶

　

12
月
31
日（
木
）か
ら
１
月
３
日

（
日
）
ま
で
の
４
日
間
は
生
ご
み
回

収
を
行
い
ま
せ
ん
。
生
ご
み
回
収
カ

レ
ン
ダ
ー
で
回
収
日
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
し
尿
く
み
取
り　

　

12
月
29
日（
火
）か
ら
１
月
３
日

（
日
）
ま
で
の
６
日
間
は
し
尿
く
み

取
り
を
行
い
ま
せ
ん
。
早
め
に
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
依
頼
先
は

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎（
62
）２
１
１
４

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

支
援
員
を
募
集
し
ま
す

　

放
課
後
の
生
活
支
援
や
学
校
長
期

休
業
中
の
余
暇
支
援
を
集
団
で
行
う

学
童
保
育（
児
童
ク
ラ
ブ
）の
支
援
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

支
援
員　

若
干
名

※
猪
苗
代
町
会
計
年
度
任
用
職
員
と

な
り
ま
す
。

▼
資
格
要
件

心
身
と
も
に
健
康
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
成
人

①
児
童
健
全
育
成
事
業
に
熱
意
の
あ

る
人

②
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
幼

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
教

諭
の
資
格
を
有
す
る
人

③
高
校
卒
業
者
で
２
年
以
上
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
に
類
似
す
る
事

業
ま
た
は
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し

た
人

　

資
格
要
件
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
条
件

①
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
平
日

午
後
１
時
～
午
後
６
時
15
分

②
土
曜
日
・
学
校
長
期
休
業
中
・
学

校
振
替
休
日（
運
動
会
等
に
よ
る
振

替
休
日
な
ど
）

午
前
８
時
～
午
後
６
時
15
分

③
休
日

日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始

※
２
交
代
制
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
勤
務
。
な
お
、
勤
務
時
間
は
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
勤
務
内
容

児
童
の
生
活
支
援
、
余
暇
支
援
、
ク

ラ
ブ
の
庶
務
会
計
等

▼
勤
務
場
所

・
猪
苗
代
第
１
児
童
ク
ラ
ブ

・
猪
苗
代
第
２
児
童
ク
ラ
ブ

募
　
集

役
　
場

医療機関名 日にち
曜日

12/24
木

12/25
金

12/26
土

12/27
日

12/28
月

12/29
火

12/30
水

12/31
木

1/1
金

1/2
土

1/3
日

1/4
月

1/5
火

1/6
水

浅見クリニック
（63）2200

午前 ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○
午後 ○ × × ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○

小川医院
（62）2132

午前 ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
午後 × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○

かねこクリニック
（72）0660

午前 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○
午後 ○ ○ × × ○ ○ × × × × × ○ ○ ○

野崎医院
（66）2245

午前 ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × × × ○ ○

午後 ○ ○ × × ○ ○ × × × × × × ○ ○

マリアクリニック
（66）2700

午前 ○ ○ × × ○ × × × × × × ○ ○ ×
午後 15 時まで 15 時まで × × 15 時まで × × × × × × 15 時まで 15 時まで ×

矢吹医院
（62）2169

午前 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○
午後 ○ ○ × × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○

町立病院
（62）2350

午前 ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × × ○ ○ ○
午後 ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × × ○ ○ ○

年末年始町内医療機関診療予定表（12 月 24 日～１月６日）
○：診療可　×：休診　

年中無休　受付時間　午後６時 30 分～午後 10 時 30 分　診察時間は午後７時から午後 11 時まで
ただし、12 月 31 日～１月３日の間は日中も診察を行います。（受付時間：午前 10 時～午後 4 時、
午後５時～午後 10 時 30 分）

【夜間救急】　会津若松市夜間急病センター　会津若松市山鹿町１－ 22（謹教コミュニティセンター）　☎（28）1199  

生
　
活
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☎（
62
）２
１
１
８

水
道
管
の
凍
結
や
破
損

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

水
道
管
の
防
寒
対
策
は
お
済
み
で

す
か
。
気
温
が
０
度
以
下
に
な
る
と

水
道
管
な
ど
が
凍
結
し
、
水
が
出
な

く
な
っ
た
り
、
破
損
し
た
り
し
ま
す
。

▼
水
道
管
を
凍
ら
せ
な
い
た
め
に

①
水
抜
き
栓
で
管
内
の
水
を
抜
く　

②
水
道
管
に
保
温
材
や
電
熱
ヒ
ー

タ
ー
を
巻
く

③
蛇
口
か
ら
少
量
の
水
を
流
し
て
お

く
、
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

▼
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

　

保
温
材
を
は
が
し
て
タ
オ
ル
な
ど

を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯

を
か
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
溶
か
し
ま

す
。
熱
湯
を
直
接
か
け
る
と
蛇
口
や

水
道
管
が
破
裂
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
止
水
栓
の
点
検
を
お
忘
れ
な
く

　

屋
内
の
水
道
管
を
修
理
し
た
り
、

蛇
口
を
交
換
し
た
り
す
る
場
合
は
、

止
水
栓
で
水
を
一
時
止
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
積
雪
前
に
場
所
を
再
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
町
水
道
指
定
店
に
つ
い
て

　

工
事
等
が
必
要
な
場
合
は
、
町
水

道
指
定
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。「
町

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

鶴
峰
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
な
お
、
応
募
者
数
が
募
集
戸
数

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
住
宅　

鶴
峰
住
宅（
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
３

Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

▼
募
集
戸
数　

１
戸

▼
募
集
期
間　

12
月
10
日
か
ら
令
和

３
年
１
月
８
日
ま
で

▼
応
募
条
件

18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
２
人
以
上

扶
養
し
、
現
に
同
居
し
て
い
る
人

（
第
２
子
を
出
産
予
定
の
人
を
含
む
）。

そ
の
他
、
町
営
住
宅
条
例
の
規
定
に

よ
る

▼
応
募
方
法　

　

建
設
課
で
応
募
用
紙
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

募
集
期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
期
限
厳
守
）。

▼
入
居
時
期　

令
和
３
年
２
月
10
日

▼
そ
の
他　
　

　

詳
細
な
入
居
の
条
件
や
住
宅
の
内

見
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
の
募

集
で
応
募
者
が
無
か
っ
た
場
合
に
は
、

先
着
順
で
随
時
募
集
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

　

住
宅
用
地
は
、
そ
の
税
負
担
を
特

に
軽
減
す
る
必
要
か
ら
、
そ
の
面
積

の
広
さ
に
よ
っ
て
小
規
模
住
宅
用
地

と
一
般
住
宅
用
地
に
分
け
て
特
例
措

置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

特
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
小
規
模
住
宅
用
地

住
宅
の
敷
地
で
住
宅
１
戸
に
つ
い
て

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
土
地

︻
課
税
標
準
額
︼　

土
地
の
決
定
価
格
の
６
分
の
１

▼
一
般
住
宅
用
地

住
宅
の
敷
地
で
住
宅
１
戸
に
つ
い
て

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
住

宅
の
総
床
面
積
の
10
倍
ま
で
の
土
地

︻
課
税
標
準
額
︼

土
地
の
決
定
価
格
の
３
分
の
１

　

な
お
、
家
屋
の
床
面
積
の
10
倍
を

超
え
る
部
分
の
土
地
に
つ
い
て
は
、

住
宅
用
地
特
例
の
適
用
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
家
屋
の
新
築
、
増
築
や
取

り
壊
し
な
ど
を
行
っ
た
場
合
は
、
税

務
課
に
「
住
宅
用
地
異
動
申
告
書
」

の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

賦
課
係

☎（
62
）２
１
１
３

　

登
記
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局　

☎（
27
）１
５
０
１

　

ま
た
は
、
お
近
く
の
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

家
屋
の
異
動
が
あ
っ
た
場

合
に
は
必
ず
申
告
を
お
願

い
し
ま
す

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

に
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
る

税
金
で
す
。

　

家
屋
の
新
築
、
増
築
、
取
り
壊
し
、

所
有
者
変
更
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
、
税
務
課
に
申
告
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

完
成
し
た
年
の
翌
年
か
ら
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

職
員
が
評
価
額
算
出
の
た
め
の
調

査
に
伺
い
ま
す
。
調
査
の
内
容
は
、

家
の
間
取
り
や
最
終
的
な
各
部
屋
の

仕
上
げ
な
ど
の
確
認
に
な
り
ま
す
。

調
査
の
時
間
は
お
よ
そ
１
時
間
半
程

度
で
す（
床
面
積
の
大
小
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）。

　

基
本
的
に
は
職
員
が
文
書
や
電
話

な
ど
に
よ
り
調
査
の
日
程
な
ど
を
調

整
し
ま
す
が
、
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
随
時
調
査
に
伺
い
ま
す
。

　

取
り
壊
し
た
年
は
課
税
さ
れ
ま
す

が
、
申
告
ま
た
は
登
記
に
よ
り
翌
年

町
営
住
宅

税
　
金

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
各
課
の
ペ
ー
ジ
↓

上
下
水
道
課
↓
水
道
施
設
係
↓
猪
苗

代
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

つ
い
て
」
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

水
道
施
設
係

☎（
62
）５
６
２
２

猪
苗
代
町
国
土
強
靭
化
地

域
計
画︵
素
案
︶の
意
見
募

集
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
大
規
模
自
然
災
害
等
が

発
生
し
て
も
機
能
不
全
に
陥
ら
な
い
、

迅
速
な
復
旧
・
復
興
が
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、「
猪
苗
代

町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」
の
策
定

に
当
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

資
料
の
閲
覧
は
、
企
画
財
務
課
窓

口
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
。意
見
が
あ
る
人
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
意
見
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
直
接
持
参
す
る
か
郵
送

（
締
め
切
り
日
必
着
）で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

12
月
25
日（
金
）ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

☎（
62
）２
１
１
２

か
ら
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
登
記
が
遅
れ
る
場
合
ま
た
は
未
登

記
家
屋
の
場
合

　

取
り
壊
し
た
床
面
積
の
大
小
に
関

わ
ら
ず
税
務
課
に
「
家
屋
異
動
申
告

書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

併
せ
て
現
地
確
認
も
行
い
ま
す
。

○
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
場
合

　

該
当
す
る
家
屋
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
法
務
局
で
「
建
物
滅
失
登
記
」

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
記
を

行
う
と
、
法
務
局
か
ら
税
務
課
へ
通

知
が
届
き
ま
す
の
で
、
税
務
課
へ
の

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

申
告
ま
た
は
登
記
に
よ
り
取
得
し

た
年
の
翌
年
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

○
登
記
が
遅
れ
る
場
合
ま
た
は
未
登

記
家
屋
の
場
合

　

相
続
や
売
買
な
ど
に
よ
り
所
有
者

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
税
務
課

に
「
家
屋
異
動
申
告
書
」
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

所
有
者
の
確
認
を
行
い
、
新
た
な

所
有
者
に
翌
年
か
ら
課
税
し
ま
す
。

○
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
場
合

　

法
務
局
で
「
所
有
権
移
転
登
記
」

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き

を
行
う
と
、
法
務
局
か
ら
税
務
課
へ

通
知
が
あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
課
へ

の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の

特
例

普通自動車
乗用車・トラック
大型オートバイなど

福島運輸支局
☎ 050（5540）2015

軽自動車
排気量 660cc 以下の四輪、
または三輪の自動車

軽自動車検査協会福島事務所
☎ 050（3816）1837

二輪車 排気量 125cc を超える二輪車
福島運輸支局
☎ 050（5540）2015

原動機付自転車
小型特殊自動車

（農作業用・その他）

排気量 125cc 以下の二輪車、ト
ラクター・コンバイン・フォー
クリフトなど

猪苗代町役場　税務課
☎（62）2113

【登録の手続き窓口】

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
場
合

家
屋
の
所
有
者
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合

を
ご
持
参
の
う
え
、
税
務
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
廃
車
や
滅
失
し
た
時
期
が

不
明
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

︻
軽
自
動
車
税
︼ 

税
務
課　

賦
課
係

☎（
62
）２
１
１
３

︻
自
動
車
税
︼

県
会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部
課
税

第
二
課

☎（
29
）５
２
６
１

軽
自
動
車
・
自
動
車
の
登

録︵
移
転
・
変
更
・
抹
消
︶

は
お
済
み
で
す
か

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
令
和
３
年

３
月
31
日（
水
）ま
で
に
登
録
手
続

き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

①
住
所
が
変
わ
っ
た

②
軽
自
動
車
・
自
動
車
を
人
に
譲
っ

た③
廃
車
し
た

④
軽
自
動
車
・
自
動
車
の
所
有
者（
使

用
者
）が
亡
く
な
っ
た

　

軽
自
動
車
税
種
別
割
・
自
動
車
税

種
別
割
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

に
お
け
る
所
有
者（
ロ
ー
ン
購
入
の

場
合
は
使
用
者
）に
課
税
さ
れ
ま
す
。

例
年
、「
持
っ
て
い
な
い
車
の
納
税

通
知
書
が
き
た
」「
納
税
通
知
書
が

こ
な
い
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
早
め
に

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

﹁
所
在
不
明
の
軽
自
動
車
の

手
続
き
﹂

　

売
却
・
廃
車
・
滅
失
な
ど
に
よ
り

車
両
番
号
標
識（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
）の
所
在
が
不
明
で
あ
る
た
め
に

抹
消
登
録
が
で
き
な
い
軽
自
動
車
に

つ
い
て
は
、
廃
車
や
滅
失
の
事
実
が

分
か
る
書
類
な
ど（
関
係
官
公
署
の

証
明
書
ま
た
は
解
体
証
明
書
な
ど
）

水
　
道

募
　
集
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●町と県からのお願い
　冬期間の除雪は、行政と住民の皆さんの相互理解と協力連携が必要不可欠です。除雪作業
を安全かつ速やかに行うため、次のことについてご理解とご協力をお願いします。

◇除雪車には近寄らないようにしましょう！
　除雪車周辺は、運転手の死角になり大変危険です。
　事故を防ぐためにも作業中の除雪車へ近づかないでください。

◇流雪溝の利用後は蓋を閉めてください！　
　流雪溝の利用後に蓋を開けておくと、人が転落するなど重大
事故につながる恐れがありますので、必ず蓋を閉めてください。

◇自宅前の雪の処理にご協力ください！
　除雪車が通った後は、宅地の出入り口に多少の雪が残ってしまうことがあります。各家
庭や近所の皆さんで協力し合い、除雪をお願いします。

◇路上駐車や道路への雪捨てはやめましょう！
　路上駐車や道路への雪捨ては、通行の妨げとなり、交通事故発生の原因となります。円
滑な道路通行を確保するため、支障となる行為はやめるようご協力をお願いします。

◇深夜・早朝の除雪にご理解ください！
　通勤・通学の時間帯に合わせるため、深夜から除雪作業を行うことがあります。騒音や
振動によりご迷惑をお掛けすることもありますが、ご理解をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　
【道路交通に関する問い合わせ先】

　　　　　　　　　　　　　　○町道　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　町建設課　建設係　☎（62）2118
　　
　　　　　　　　　　　　　　○国道 115 号・459 号および県道
　　　　　　　　　　　　　　県猪苗代土木事務所　業務課　☎（62）3102　　
　

令
和
２
年
分
の
申
告
相
談

会
は
全
期
間
役
場
で
実
施

し
ま
す

　

令
和
２
年
分
申
告
相
談
会
の
会
場

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
予
防
お
よ
び
ま
ん

延
の
防
止
の
た
め
例
年
実
施
し
て
い

る
出
先
の
相
談
会
場（
翁
島
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
月
輪
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
町
防
災

セ
ン
タ
ー
、
樋
ノ
口
多
目
的
集
会

所
、
中
ノ
沢
体
育
館
）で
は
実
施
せ

ず
、
全
期
間
役
場
正
庁
で
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
案
内
は
、
追
っ
て

全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
期
間

２
月
９
日（
火
）、
10
日（
水
）、
12

日（
金
）、
15
日（
月
）～
19
日（
金
）、

21
日（
日
）～
26
日（
金
）、
３
月
１

日
（
月
）
～
５
日（
金
）、
７
日（
日
）

～
12
日（
金
）

▼
会
場　

役
場
３
階
正
庁

▼
そ
の
他

　

昨
年
ま
で
の
相
談
会
場
が
、
翁
島

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
月

輪
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

町
防
災
セ
ン
タ
ー
、
樋
ノ
口
多
目
的

集
会
所
、
中
ノ
沢
体
育
館
だ
っ
た
対

象
地
区
に
は
役
場
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

賦
課
係

☎（
62
）２
１
１
３

﹁
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
﹂

に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

　

11
月
１
日
よ
り
発
熱
等
の
症
状
が

あ
る
人
の
相
談
窓
口
の
名
称
が
「
帰

国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
か

ら
「
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
名
称
以

外
の
変
更
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
５
６
７
）７
４
７

（
平
日
・
休
日
問
わ
ず
24
時
間
対
応
）

●
発
熱
等
の
心
配
な
症
状
が
み
ら
れ

た
ら

　

発
熱
等
の
症
状
が
み
ら
れ
る
場
合

は
、
従
来
と
同
じ
よ
う
に
ま
ず
は
か

か
り
つ
け
医
な
ど
の
身
近
な
医
療
機

関
に
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
か

か
り
つ
け
医
が
い
な
い
人
、
ま
た
は

ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
人
は
、「
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
内
で
も﹁
新
し
い
生
活
様
式
﹂

の
実
践
を

　

家
庭
内
で
の
感
染
と
み
ら
れ
る
事

例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
内

に
お
い
て
も
「
新
し
い
生
活
様
式
」

の
実
践
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
必
要
に
応
じ
て
マ
ス
ク
を
着
用
す

る②
こ
ま
め
に
手
指
消
毒
を
行
う

③
定
期
的
に
室
内
の
換
気
を
行
う

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

町
指
定
ご
み
袋︵
50
㍑
サ

イ
ズ
︶を
販
売
し
ま
す

　

現
在
、
町
指
定
ご
み
袋
は
、
30
㍑

サ
イ
ズ（
20
枚
入
り
）の
１
種
類
の

み
を
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に

50
㍑
サ
イ
ズ（
10
枚
入
り
）の
町
指

定
ご
み
袋
を
販
売
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
12
月
末
か
ら
町
内
の
店
舗

で
販
売
す
る
予
定
で
す
の
で
、
サ
イ

ズ
を
ご
確
認
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

引
き
続
き
ご
み
の
分
別
、
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
み
の

減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▼
問
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎（
62
）２
１
１
４

そ
ば
料
理
﹁
ピ
ッ
ツ
ォ
ケ

リ
﹂
講
演
・
講
習
会
を
開

催
し
ま
す

　

町
で
は
、
町
ブ
ラ
ン
ド
そ
ば
「
い

な
わ
し
ろ
天
の
香
」
の
普
及
の
た
め
、

海
外
そ
ば
料
理
を
町
内
に
広
め
、
新

し
い
そ
ば
の
里
の
構
築
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
の
第
一
弾
と
し
て
北
イ

タ
リ
ア
伝
統
そ
ば
料
理
「
ピ
ッ
ツ
ォ

ケ
リ
」
講
演
・
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
日
本
イ
タ
リ
ア
料
理
教
室
協
会

か
ら
講
師
３
人
が
来
町
し
、
ピ
ッ

ツ
ォ
ケ
リ
の
歴
史
か
ら
猪
苗
代
町
で

の
活
用
法
ま
で
を
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
新
し
い
そ

ば
料
理
と
出
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

12
月
22
日（
火
）　

午
前
10
時
～

▼
場
所
お
よ
び
対
象
者

○
講
演
：
学
び
い
な　

大
ホ
ー
ル

定
員
１
０
０
人
、
ど
な
た
で
も　

「
ピ
ッ
ツ
ォ
ケ
リ
に
つ
い
て
」

○
講
習
会
：
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー　

調
理
室　

町
内
飲
食
事
業
者
先
着
30
人　

「
ピ
ッ
ツ
ォ
ケ
リ
・
シ
ャ
ッ
ト
」

▼
参
加
費　

無
料

▼
参
加
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課　

農
業
振
興
係

☎（
62
）２
１
１
６

保
　
健

申
　
告

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

　猪苗代町および福島県では、冬期間道路交通の安全確保のため道路の除雪
作業を実施しています。

除雪作業にご協力を！

生
　
活

案
　
内



広報 猪苗代  2020-12    1617    2020-12  広報 猪苗代

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

新型コロナウイルス感染症等に係る
固定資産税の特例措置（軽減）について

新型コロナウイルス感染症の影響で事業収入が減少している中小事業者等の皆さん
については、申告をすることにより令和３年度に限り事業用家屋および償却資産に
係る固定資産税の軽減（全額または２分の１）を受けることができます。

●軽減対象者
　・個人（常時使用する従業員数が 1,000 人以下）
　・法人
　　①資本金の額または出資金の額が１億円以下
　　②資本または出資を有しない法人のうち従業員
　　　数が 1,000 人以下

●事業収入の減少幅および特例率

●対象資産
　・事業用家屋（事業に供する部分のみ）
　　→事務所や店舗、工場など
　・償却資産

●特例（軽減）が適用される期間
　令和３年度に限ります。

●申告期限
　令和３年２月１日（月）までに申告をしてくださ
い。なお、償却資産の申告がある場合は一緒に申告
をしてください。

●申告方法
　税理士や商工会などの認定経営革新等支援機関等
に次の確認を受けてください。
　①中小事業者等であること
　②事業収入が減少していること
　③事業用家屋または償却資産であること。また、
　　その事業用割合

●提出書類等
　①申告書（町ホームページからダウンロードする
　　か、税務課の窓口で受け取ってください）
　②特例対象資産一覧（事業用家屋がある場合）
　③収入が減少したことを証する書類の写し
　④事業専用割合が分かる書類
　⑤令和３年度償却資産申告書

令和２年２月から 10 月までの
任意の連続する３ケ月間の事業
収入減少率

　適用される            
　特例率
　（軽減率）

対前年同期比▲ 50％以上 全額

対前年同期比▲ 30％以上
　　　　　　▲ 50％未満 ２分の１

中小企業者等

認定経営革新等
支援機関等

税務課

①確認依頼

②確認

③申告

申告手続きの流れ

特例措置（軽減）に関するＱ＆Ａ

Ｑ：申告前の確認機関はどこですか？
Ａ：税理士や公認会計士、商工会などが認定経営革
　　新等支援機関等なので申告前に必ず確認を受け
　　てください。

Ｑ：申告書の郵送提出は可能ですか？
Ａ：新型コロナウイルス感染症の感染防止およびま
　　ん延防止のため、郵送提出を推奨しています。
　　なお、窓口での受け付けもしていますので、ご
　　持参いただいても構いません。

Ｑ：土地は対象になりますか？
Ａ：対象になりません。事業用家屋および償却資産
　　のみが対象です。

Ｑ：事業用家屋とは何ですか？
Ａ：店舗や工場などの事業用の家屋です。住居用と
　　事業用が一体となっている場合は、事業用部分
　　のみが対象となります。不動産貸付業を営む人
　　の賃貸用家屋（アパート、マンションなど）も
　　事業用家屋となります。

Ｑ：事業収入が減少した連続する 3 ケ月間に、新
　　型コロナウイルス感染症の影響で休業した期間
　　を含めることは可能ですか？
Ａ：可能です。

Ｑ：複数の事業を営んでいますが、特定の事業のみ
　　収入が減少しています。この事業のみ特例の対
　　象になりますか？
Ａ：事業ごとの算定はできないため対象になりませ
　　ん。全ての事業収入を合算した減少率で判定さ
　　れます。

Ｑ：昨年まで複数の事業を営んでいましたが、一部
　　の事業を他社へ譲渡しました。企業としての事
　　業収入が減少しているので、特例の対象となり
　　ますか？
Ａ：新型コロナウイルス感染症に関連した事業収入
　　の減少があった場合は対象になります。単なる
　　事業規模縮小による場合は対象になりません。

Ｑ：令和 2 年中に新たに資産を取得しました。こ
　　の資産は特例の対象になりますか？
Ａ：対象になります。令和 2 年 1 月 2 日から令和
　　3 年 1 月 1 日までに取得した事業用家屋およ
　　び償却資産は特例の対象に含まれます。

Ｑ：今年取得した事業用家屋の事業用割合はどのよ
　　うに示せば良いのでしょうか？
Ａ：前年の青色申告決算書等で確認できない事業用
　　家屋の事業用割合は、図面などで事業用の割合
　　を確認することになります。

Ｑ：提出書類の特例対象資産一覧は登記単位で記入
　　してよいですか。また、未登記家屋は対象にな
　　りますか。
Ａ：令和 2 年度納税通知書の課税明細書における
　　家屋の区分ごとに記入してください。未登記家
　　屋も対象になります。

Ｑ：対象になる資産が償却資産のみの場合は何を提
　　出すればよいですか？
Ａ：償却資産のみが対象になる場合は、令和 3 年
　　度償却資産申告書と一緒に申告書を提出してく
　　ださい。

Ｑ：申告期限の令和 3 年 2 月 1 日を過ぎてしまっ
　　た場合はどうなりますか？
Ａ：対象になりません。郵送の場合は令和 3 年２
　　月 1 日消印のものまでが対象になります。

「Ｑ＆Ａ」について、詳しくは
中小企業庁のホームページをご
覧ください。

中小企業庁　固定資産税　コロナ 検索

【提出・問い合わせ先】
　税務課　賦課係
　☎（62）2113

ＱＲコード
町ホームページ
ＱＲコード
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　猪苗代移住者お悩み
　相談会を開催します

　ＮＰＯ法人猪苗代研究所では、町
外から転入してきた人を対象とした
交流会「猪苗代移住者お悩み相談会」
を開催します。新しい環境に関する
困りごとやお悩みなどお気軽にご相
談ください。相談は無料です。
●対象者
猪苗代町に移住された人（Ｕターン
移住者を含む）

（例）
・結婚したばかりで知り合いがいな
い
・子育てサークルを紹介してほしい
・初めて積雪地域の冬を迎えるので
不安
・新しい環境、風習になじめない　
など
●日時　12 月 21 日（月）　午前９
時～午後１時
●場所　学びいな　研修室ＡＢ
㉄ＮＰＯ法人猪苗代研究所（担当：
長友）
☎ 050（7129）0090

  コロナによる減収も補償
  「収入保険」のご案内

　「収入保険」は、ほぼ全ての農産
物を対象に、自然災害や価格低下、
怪我などによる収入減少を幅広く補
償する農業保険制度です。

【補償内容】
　保険期間の農業収入が、青色申告
を基に設定する基準収入の９割を下
回ったとき、下回った額の最大９割
を補てんします。

【県が保険料を補助します】
　令和３年を保険期間とする収入保
険に新規加入される人のうち、新型

コロナウイルス感染症の影響により
令和２年の農業収入が平年の収入と
比較し 10％以上減少した人が助成
対象となります。
●補助率
加入者が負担する保険料（掛け捨て
部分）の 1/3
●加入申請期限
○個人　12 月中
○法人　事業開始月の２ケ月前まで
●加入申請・問い合わせ先
福島県農業共済組合会津支所　収入
保険課　
☎ 0241（23）5144

福島気象台からのお知らせ
　～火山防災ついて～
　　　＜火山防災の心得＞
　
　吾妻山、安達太良山、磐梯山、那
須岳、沼沢、燧ケ岳は活火山です。
　火山防災の心得を紹介します。
○ハザードマップ（火山防災マップ）
を見て、噴火警戒レベルに対応する
危険な場所を確認しておきましょう。
○あらかじめ避難場所を確認してお
きましょう。
○異常と思われる現象を発見したら、
すぐに町や警察、気象台などに連絡
しましょう。
○気象庁が発表する噴火予報および
噴火警報に注意しましょう。
○大きな粉砕、火砕流、融雪型火山
泥流に対して警戒が必要な範囲では、
事前の避難が必要です。
○市町村からの指示があった場合は、
その指示に従いましょう。
○噴火時の風下側では、小さな噴石
が風に流されて遠方まで降るため、
注意が必要です。丈夫な建物などに
避難しましょう。
　詳しくは、気象庁のホームページ
をご覧ください。
㉄福島地方気象台
☎ 024（534）0321

　無戸籍者でお困りの人へ

　戸籍に記載されていないために、
各種行政サービスが受けられないな
どでお困りの人は、最寄りの法務局
や町の戸籍担当窓口にご相談くださ
い。
　相談窓口でお話を聞いた上で、一
人一人に寄り添いながら法務局また
は町の戸籍担当職員が丁寧に手続き
をご案内します。
　また、戸籍がない人の情報を知っ
ている皆さんからの情報提供もお待
ちしています（相談無料・秘密厳守）。
㉄福島地方法務局　戸籍課
☎ 024（534）1933
　

　林業退職金共済制度
　（林退共）について

　林退共は、昭和 57 年に発足した
林業界で働く人のために国が作った
退職金制度です。この制度は、事業
主の皆さんが従事者の働いた日数に
応じて掛け金となる共済証紙を共済
手帳に貼り、その従事者が林業界を
やめたときに林退共から退職金を支
払うという、いわば林業界全体の退
職金制度です。
○掛け金は、税法上について法人で
は損金、個人企業では必要経費とな
ります。

○掛け金の一部を国が免除します。
○雇用事業主が変わっても退職金は
企業間を通算して計算されます。

【事業主の皆さんへ】
・共済証紙は労働日数に応じて貼付
してください。
・共済手帳を所持している従事者が
林業界を引退するときは、忘れずに
退職金を請求するよう指導してくだ
さい。詳しくは、最寄りの支部また
は本部へお問い合わせください。
㉄勤労者退職金共済機構　林業退職
金共済事業本部
☎ 03（6731）2889

　冬ならではの病気に
　注意しましょう

○気温や環境の変化に要注意！
　暖かい室内と寒い室外、寒い脱衣
所と温かい浴室など、温度差で血圧
に大きな変動が生じ、心臓や血管
に大きな負担がかかります（ヒート
ショック）。
　早朝や冬場は特に注意が必要です。
深夜に症状が起きた場合でも次の症
状があったら我慢せずにすぐに病院
に行くか、救急車を呼びましょう。
・胸の痛み
・ひどい息切れ、冷や汗
・背中の痛み
※高齢者では、症状が出ない場合も
あります。
㉄猪苗代消防署
☎（62）4433

   今月の納期
（納期限12 月25 日）

●固定資産税    ３期分

●国民健康保険税 ６期分

●介護保険料 ６期分

●後期高齢者
医療保険料   ５期分

●上下水道使用料 12 月分

●下水道受益者負担金 ４期分

相　　談
　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

暮らしの情報広場

2020 年 11 月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　13,490 人
　　世帯数　　　  4,855 戸
　　出生      4 人　  転入　 30 人
　　死亡　24 人  　転出　 31 人

戸　　籍

防　　災

12月11 日～１月末の窓口業務延長日は
12月22 日と１月５日、19日です編

集
後
記

▼
晴
天
に
恵
ま
れ
た
今
年
の

ふ
く
し
ま
駅
伝
で
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
、
沿
道
で
の
応
援

自
粛
が
呼
び
掛
け
ら
れ
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
応
援
し
て

い
た
人
が
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
私
も
声
援
を
送
り
た

い
気
持
ち
を
ぐ
っ
と
こ
ら
え

て
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
集
中
。
心

の
中
で
「
猪
苗
代
町
頑
張

れ
！
」
と
叫
び
な
が
ら
選
手

の
力
走
を
レ
ン
ズ
で
追
い
か

け
ま
し
た
。（
半
澤
）

町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。

㉄総務課　行政管理係　☎（62）2111

農　　業

消　　防

町の人口
（福島県現住人口調査より）

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（令和２年 10 月末現在）

１　犯罪発生状況

◎ 10 月末現在の福島県内における「なりすまし詐欺」
（オレオレ詐欺など）の発生状況は 107 件、被害金額

は 1 億 7,764 万円です。被害件数、金額ともに前年
より増加しています。金融機関職員、町職員、警察官
をかたる者から、還付金名目でキャッシュカードや暗
証番号を求められたら、それは詐欺です。そのような
電話がかかってきたら、すぐに警察に通報してくださ
い　。㉄猪苗代警察署　☎（63）0110

◎シートベルトは事故被害の軽減に大きな効果があり
ます。助手席、後部座席も着用しましょう。
◎日没時間の早まるこれからの時期は、交通事故が増
加します。ライトは早めに点灯しましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 令和２年 令和元年 増　減

猪 苗 代 町 50 38 12

磐 　 梯 　 町 5 11 -6

裏 　 磐 　 梯 4 6 -2

　　　計 59 55 4

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯

２年 元年 ２年 元年 ２年 元年

窃盗犯計 32 19 2 8 3 4
空 き 巣、 忍 び
込みなど 13 5 2
万 引 き、 車 上
狙いなど 19 13 2 6 3 4

自動車盗など 1

詐欺など 1 4

暴行・傷害など 3 3 2 1 1

器物損壊 7 5 2 1

その他 7 7 1 1

合　計 50 38 5 11 4 6

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
本年 前年 本年 前年 本年 前年

人身事故発生件数 17 28 3 6 2 2
増　　減 -11 -3 0
死者数 0 2 0 0 0 0

増　　減 -2 0 0
傷者数 26 45 4 7 2 4

増　　減 -19 -3 -2
物件事故 410 429 75 97 75 74
増　　減 -19 -22 1

林　　業



Our  Museum
みんなの美術館

12 月は翁島小学校のお友達の作品です
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■一口メモ■
　お子さんも一緒に作ることができる簡単おやつです。カボチャの代わりにサツマイモを入れても
おいしいです。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 282

【材料】10 個分
・ホットケーキミックス  200㌘・甘酒  250cc（濃縮の
場合は甘酒 125cc と水 125cc）・カボチャ  120㌘・市
販の金時豆  適量

【作り方】
①１㌢角に切ったカボチャを蒸し、粗熱をとります。
②ボウルにホットケーキミックスと甘酒を入れて混ぜ
合わせ、①と金時豆を加え、さっと混ぜ合わせます。
③②を容器の８分目まで入れて蒸し器で 15 分ほど蒸
し、火が通ったら出来上がりです。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 117㌔㌍、塩分 0.3㌘

カボチャと豆の蒸しパン
（冬のおやつ）

「はしれ！雲の汽車」

卵が割れて出てきたカラフル
な雲の汽車をイメージして描
きました。クレヨンと絵の具
を使い分けて、色が重ならな
いように塗りました。クラス
のみんなが楽しそうに雲に
乗っている様子を描きました。 鈴木　陽

あ き

歩
ほ

さん（２年）

「雪ふる街」

三好達治の詩「雪」を読んで、
詩の場面を想像して描きまし
た。屋根に積もる雪が目立つ
ように暗い夜を工夫して色を
塗りました。あえて月の色を
黄色ではなく、暗くしたとこ
ろが上手にできました。濱口　善

ぜ ん

さん（５年）

　町では、広報紙をスマートフォンなどで読むことができるアプリ
「マチイロ」による配信をしています。利用規約、プライバシーポ

リシーなどについては、㈱ホープのホームページをご覧ください。
ios 用 Android 用

※「マチイロ」アプリの利
用は無料ですが、通信料は
利用者の負担になります。
※広告が表示されますが、
その内容に猪苗代町は一切
責任を負いません。


